
企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
則武 賢介

『温度 それを正しく伝え続ける事が山里の使命です。』

直近５年間の年平均成
長率は4.40％。これを
維持しながら新規事業
を付加していくことで
203１年に売上高100
億円の達成を目指す。

・既存事業では、設備老朽化と、生産性向上のための投資、
また海外、特にアジア・中東アフリカの未開拓市場へのアプ
ローチ。
・新規事業では、クリーンエネルギー普及に対応した製品や
従来取扱いの無かった周辺領域の製品への取組、体制作り。
・技術開発ニーズに対する人材の補強、開発設備の増強。

本社近景

〇本社所在地：大阪府高槻市三島江

〇事業概要：産業用温度計の製造

〇常時使用する従業員：218名

（2025年12月時点）

〇現在の売上高：73億円

（ 2025年9月期）

〇法人番号：2120901013202

〇Web：https://yamari.co.jp/

山里産業株式会社（製造業）

・プロジェクトごとに社内タスクフォースを立ち上げ、プロ
ジェクトの進捗を経営に見えるようにする一方、メンバーの
役割分担を明確にし、個人業績の目標管理制度に組入れる。
・海外子会社との情報共有、事業連携を強化し、内外協働体
制により地場企業との事業提携、M&A等を通じて事業領域
の拡大をはかる。
・人事制度の大幅な刷新、採用体制の充実により外部人材の
積極的な登用、既存人材の適材適所での有効活用をはかる。

・生産技術の革新のため積極的な設備投資を行うとともに、
FA化とDXの導入による生産性の向上をはかり、新市場の開
拓のために海外を含め、新たな製造拠点を設立する。併せて
国内外の子会社に対する本社統括機能を強化し売上増を目指
す。
・クリーンエネルギーや新製品開発のための検証用研究棟の
建設や第三者機関との共同開発・コラボレーションにより市
場を開拓し、新規事業領域へ進出する。

事業所や製品の写真等

山里産業は、産業用温度計の供給を通じ、日本国内のみならず世界のあら
ゆる産業のプロセスで社会の発展に貢献しています。最近では水素エネル
ギーをはじめとするクリーンエネルギーの普及を支え、サステイナブルな
社会の実現に貢献しています。既存事業領域に加え、新規事業領域へ積極
的な投資を行うことで経営ビジョンを達成していこうと考えています。
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